


調査特別委員会意見中間報告 

 

調査事件 第６次総合計画策定に関する調査について 

 

令和４年度定例会３月第２回会議において「第６次総合計画策定調査特別委

員会」を設置し、調査を行っておりましたが、調査終了前に議員の任期満了を

迎え、特別委員会が消滅したため、調査未了となっておりました。 
総合計画は、まちづくりの最上位の計画であり、町が進める政策等の根拠と

なるものであり、議会としては、議会基本条例の目的に示されている「わかり

やすく町民が参加する議会」、「しっかりと討議する議会」、「町民が実感で

きる政策を提言する議会」を実践する取り組みとして、その内容を集中的に調

査・審議する必要があることから、改めて特別委員会を設置した。       

経過について次のとおり中間報告する。 

 

 

１．開催状況・調査内容 

 

（１）第１回目 令和５年９月１４日（木） 

①正・副委員長の互選 

委員長 平野 隆雄 、副委員長 藤山  大 

②第６次総合計画策定に係る今後のスケジュール等の確認と、意見交換を実 

施した。 

 

（２）第２回目 令和５年１０月４日（水） 

町から提出された第６次福島町総合計画の基本計画案、第５次福島町総合

計画基本計画施策評価等の関係資料に基づき、質疑・意見交換を行った。 

 

 

２．調査の論点と意見（中間報告） 

 

（１）第６次福島町総合計画基本計画（案）について 

  以下の点について、さらに検討を進められたい。 

 

①Ⅱ 次世代を育成し、つながり、学び合うまちづくり 

２－２ 教育環境の充実 

基本計画の指標において、福島商業高等学校への入学者数を、再編見直し

基準の１０人ではなく、再編留保から脱する２０人を目標として掲げており、

オープンキャンパスについても多数の応募があるとのことから、入学者数が

想定どおりに推移した場合、現在の青少年交流センターの部屋数では対応が

困難になることが想定される。すでに検討は始めているとのことだが、増築



等にも多額の事業費が見込まれ、交流センターとしての助成は厳しいと推察

されることから、国や北海道など関係機関との協議等を行い、町外からの入

学者受入れに支障が出ないよう早急な対応を進められたい。 

 

 ②Ⅳ 安心安全に暮らせるまちづくり 

４－１ 町の基盤整備の推進 

この度の水道管の漏水は、老朽化によるものと想定されるが、町内には

同時期に付設された管がまだ有ることを考えると、他の水道管についても

同様の可能性が危惧されるため、今回の漏水の要因を分析した上で、水道

管の調査・点検・更新の項目を第６次総合計画に追加し、基本計画・実施

計画で取組むよう検討されたい。 

 

４－７ 地域生活を支える取組の推進 

 施策の目的に「高齢者、障がい者、子ども・子育て家庭等、誰もが利用し

やすい施設整備に努めます。」とあり、実施する主な施策に「(4)バリアフ

リー化・ユニバーサルデザイン化」とある。町内会館等については、ほぼバ

リアフリー化されているが、福祉センターについては以前から要望等がある

ものの施設全体の老朽化もあり改修が先送りになっている状況にある。近年、

大型建設事業が重なり事業化には全体の調整が必要なことは理解するが、実

施計画の展望計画においてでも方向性を示す必要があると思慮するので検討

されたい。 

 

③Ⅴ 持続可能なまちづくり 

５－４ 情報発信の充実 

 実施する主な施策において、「町ホームページ、広報紙、防災行政無線等

により、町の情報をできるだけリアルタイムで分かりやすく発信できるよう

に取り組みます。」とある。現在、町では YouTube や SNS での発信はしてお

らず、予定もないとのことだが、情報発信において有効な手段と考えられる

ため検討されたい。 

 

（２）総括意見 

基本計画（案）の各施策の項目で設定されている指標のうち、現状値につ

いては直近の値としているとのことだが、項目によって把握時期にばらつき

が生じている。現状値の把握時期は統一すべきであり、全体的に見直しされ

たい。 

 なお、本特別委員会として、基本計画（案）の内容、目標とする指標の数

値、設定の考え方、今後のスケジュール等については一定の理解をしたが、

今回示されたのは基本計画（案）であり、実施計画（案）については今後示

される事になることから、当事件については継続審議とする。 

 

 以上、本特別委員会の中間報告とする。 


